症例検討会　実施報告

慶長　節子　様

　　　　　　　　　　　　　　　作成者　　新山　真已子　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　実施日　　H24年3月16日(金)　　

　　　　　　　　　　　　　　　主治医　　安ヶ平　忠也　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　SGM　　　小向　由紀　　　　　　　印

	対象患者情報
	氏名：慶長　節子　様　　　歳

病名：アルツハイマー型認知症　身体合併症：　　　　　　　　　入院形態：医療保護

	患者の希望
	「三戸に帰りたい」(妄想？)

	患者の

現在の経過について

（各職種）


	看護：薬物調整行いながら状態経過観察している。易怒性や介助に対する拒否・抵抗強く又、他患者様の言動に反応し、攻撃的な口調で話す事あり。お金に関する妄想頻回に聞かれており、時折大声を出している。他患者様の座っている椅子を自分のだと言い張り引っ張ることあり介入している。

＊参加部署、必要毎に記載

	主治医の治療方針


	・薬物療法により、問題行動の改善を図る

・認知症進行の防止

	検討された

支援方針
	・今後の方向性について。

・精神症状観察。



	抽出された

問題点


	・易怒性、干渉、妄想発言があり、他患者様とトラブルになる危険性がある。又、昼夜問わず他室侵入する恐れあり。お膳についてくるスプーンをズボンやリハパンの中に隠したり、自分の歯磨きコップやブラシ等もズボンやリハパンの中にしまっている。

	今後の

看護計画


	・易怒性・干渉強い為、他患者様とのトラブルに注意していく。

・精神症状観察。お金に関する妄想発言あり。否定的な言動はしないようにする。




